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Megumi MASUDA
本稿は、ナ ン ・リン著 『社会 関係資本:社 会構造 と行為 に関する理論』(2001,Cambridge
UniversityPress)か らそ の第11章 を紹介 す る。 この著書 は、M.グ ラ ノ ヴェ ッター編 の
「社会科学 にお け る構造分析」 シ リー ズの第19巻 にあた る。第11章 は、制度 とネ ッ トワー ク
に着 目しつつ 、社会 的資源が どの ように資本 に転換 され、社会統合や社会変動を導 くのか に
焦 点が 当て られ てい る。
1.本 書 におけるパー トHの 位置づけ
著者 のナ ン ・リンは、社会 的ネ ッ トワー クについての実証研 究を進 めてお り 「社会関係資
本 」の第一 人者 の一人で ある。資本概念 については、 マル クスの資本概念 を継承 ・発展 させ
つ つ、近年 の社 会学 では、ベ ッカー によ り 「人的資本」(humancapital)が 、ブルデ ュー
に より 「文化資本 」(socialcapital)が それ ぞれ精緻化 されて きてい る。社会関係 資本も同
様 にマル クスの資本概念 の影 響を受けつっ、社会的ネ ッ トワークや社会構造 に着 目 しっっ、
社 会関係 を通 して資源が どの ように資本に転換 されてい くかを分析 しよ うとしてい る。
この著書 『社会 関係資本』 パー ト1で は、資本 を 「収益を見込んで市場 へ資源 を投資す る
こと」 と定義 した うえで、行 為論 の立場か ら社会関係 資本 論の定義 が行 なわれ た。続 くパー
トHで は社 会関係資本理論 をい くつかの研 究領域 に拡 張 し、個 人 レベル の行為 か ら制度的 ・
構造的文脈へ と視点 が移 され る。(Pパ ー トHの 構成は以下の通 りであ る。
パー ト1概 念 の拡 大
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第8章 社会関係資本 と社会構造の出現:合 理的選択の理論
第9章 評判 と社会関係資本=社 会的交換を可能にす る合理的基盤
第10章 階梯構造における社会関係資本
第11章 制度 ・ネ ットワーク ・資本の構築:社 会変動
第12章 サイバーネ ットワークと地球村:社 会関係資本の隆盛
第8章 では個人が行 う選択行為から社会が構成 される理論的可能性が述べられ、第9章 で
はこの議論をさらにすすめ、社会関係資本を経済交換 と対比 させ ることによって、社会的交
換がいかに合理的に行われるものであるのかとい うことが示され る。第10章 では階層組織
とい う、より制約 された文脈ではどのように社会的選択が行われ るのかが論 じられ、第11
章では、社会関係資本理論を用いることによって、社会変動がどのように説明されるのかが
検討 される。第12章 では、社会関係資本は減少しつつあるとい う議論 に対する反論 として、
サイバーネ ットワーク社会(イ ンターネ ットなどを通 じた社会関係)が 取 り上げられる。事
例 として、1990年 代に中国で政治問題化 した法輪功組織が挙げられる。
2.本 書 における第11章 の位置付け
選択行為や社会的交換 につ いての考察で ある第8章 、第9章 では、 ミクロ レヴェル に焦点
が 当て られて いる。 一方、行 為を制約 す る階層構 造につ いての考察 で ある第10章 では、マ
ク ロレヴェル に焦 点が 当て られ ている。 これ らの章に続 く第11章 では 、 ミ ドル レヴェル に
焦 点が当て られてお り、具体的には、制度 とネ ッ トワー クに関す る分析が行 なわれ る。
第11章 での 問題意識 は、制度やネ ッ トワー クを通 じて社会 が どの よ うに維持 され てい る
のか、あるいはどの よ うに変換 され てい くのか とい うこ とである。本 章で は、分析概念 とし
て 「制度 的領域 」(institutional丘eld)や 「制度的資本」(institutionalcapita1)、 「制度化
す る組織 」(institutionalizingorganizations)、 「組 織 一社 会 の 同 型性 」(organization・
societyisomorphism)力 監提 示 され てい る。個人、ネ ッ トワー ク、組 織 の3者 が相 互作用 を
行 な う 「制度的領域」 が どの ように機能 してい るかを説明す るため に、 「制度化す る組織」
とい う概念 が援用 され る。 ここでい う 「制度化す る組織」 とは具体 的には学校や刑務所 、精
神病院等 を指 してお り、個人 に 「制度 的資本」を与 え、組織 に加入 させ る役割 を果 た してい
る とされ る。 「制 度的資本Jと は、 「普及 してい る制度 」(prevailinginstitutions)を 支 え
る、 あるいは 「代 替的制度 」(alternativeinstitution)を 支 える資本 の こ とであ る。 本 章
の意義 は、社会統合 と社会変動のプロセ スを、個人 、組織 、ネ ッ トワー クの関係性 の中で捉
え直 し、かっそれぞれの間 をつな ぐ諸資源 ・諸資本 を明示 した点 にあ る。特 に 「制度化す る
組織」 とい う概念 は学校等の教育組織 を含 んでお り、教育社会学 に対 して 、社会統合論 およ
び社 会変動論 の視 点か ら有効 な分析枠組み を提示 して いる。 以 下はSocialCapital第11章
の要約 である。
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この章では、制度 とネ ットワークを社会の基礎構造と見なしてお り、両者を社会において
行為者や組織をつなぎ、保持する、非常に重要な社会的力であるとしている。 リンは制度と
ネットワークについて次のように定義 している。制度は、行為と相互作用にとって組織化さ







る組織や社会 ・経済的組織や社会的ネッ トワークと相互作用するのか、2、 どのようにこれ
らの構成要素の中で制度が資本の流れを容易にするか、を示している。後半の節では、制度
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的転換における社会的ネッ トワークの重要性が焦点 となっている。
3-2.制 度的領域と組織一社会の同型性





















ゲームの規則とネ ットワーク間のある資源(イ デオロギー)に 割 り当てられた価値とが重なっ















を投資することである。 したがって資本は、組織の要請に合 うように行為者が調整 したもの
である。収益 として、行為者は、社会的資源(評 判)、経済的資源(富)、 あるいは政治的資
源(権 力)を 得るだろ う。社会や制度的領域において、行為者である組織が生き残 り、繁栄
するように、そのような資本は収益を産み出す。個々の行為者にとって、労働市場で取 り引
きされるもの、それが資本である。







































ず、他の組織に移動する点である。 こうした組織を通 じての教育やその結果得 られる証明書












とき、これらの社会的に埋め込まれた資源は、社会関係資本に転換 され うる。加入 しつつあ
る行為者に関して、彼らは制度的に価値があるとい う理解があるため、流通 した資源は有益
であると考えられる。したがって、加入 しっっある行為者に代わ り、これ らの結びつきか ら
提供される証拠が、彼(女)の 人的資本の標的となっている組織に対 して、さらに請け合 う
ことになる。さらに重要なことは、これらの証拠は加入 しよ うとしている行為者が、制度的

















会的経済的組織 とどのように作用 しあい、互いに維持 しあっているのかにっいて、っまり安






























じて貯 えられた社会関係資本 も増えると同時に、他の組織 も代替的制度を考慮する必要性を
認識す る可能性 も増える。 この認識は、代替的制度によって要請された仕事を遂行するため
に、知識 と技術を持った労働者を採用 し保持する必要性を うみだす。こうしてますます代替
的な制度的資本は、労働市場において資本としての正統性をおび、代替的制度が普及 してい
る制度に吸収 される見込みは増えていく。
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3、 生徒やプログラム、セ ンターを維持するための財団か らの資金援助
4、 多 くの女性学関連学部やプログラムで採用されたネ ットワークアプローチが効果
的であったこと
3-7.代 替的制度の創出:中 国における共産党革命













ると思われた。 しかし実際には、これ らの教育機関は、中国共産党 と共闘しようとする全て
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3-8.ま とめ
この第11章 では、制度とネ ソトワークが社会の2つ の基本的な構成要素として考えられ
ており、これらは、社会における資本の流れに関する基本的な規則を提供 していると見なさ
れている。 リンによると、その枠組みと構成要素によって、いくつかの存在するあるいは潜





組織お よび制度それ 自体へ とつなぐ過程 として描かれ うる。
この概念的理論体系の最終的な貢献は、2っ の主な社会的力である制度 とネッ トワークが、
どのように経済的行為等の市場における行為 と相互作用の基礎を提供するかを明確にす るこ
とにあるという。 この2つ の社会的力は、相互作用のコス トが否定しがたく存在 し不均衡な
ときでさえ、なぜ社会が維持 されるのか、を説明する一助 となる、と述べられている。つま
り、ミクロな相互作用の分析において、制度 とネッ トワークに焦点を当てることの重要性を
強調 しているのである。また、制度化する組織と社会的ネッ トワークとい う媒介を通 じて、
ある制度的領域における同じ規則を共有しているので、組織 と個々の行為者は調整 し相互作

















存する制度への浸透」を続けていくのだろ うか、それとも 「代替的制度の構築」を行な うこ
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(1)パ ー ト1の 詳しい内容については同紀要掲載の石井による書評を参照されたい。
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